
洗足学園音楽大学

被災地支援活動のあゆみ
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本学は、東日本大震災後いち早く被災地支援推進チームを立ち上げ、学生教職員が協力し

てボランティア活動を行ってまいりました。被災地を訪れての演奏会や、学内外の演奏会で

の募金活動など、音楽大学の特性を活かした支援活動に取り組み、2015年度には大学の正

式な委員会組織の被災地支援委員会となりました。

委員会の活動には大きく三つの柱があります。一つ目は、学生ボランティアが中心となっ

て行うチャリティーコンサートです。被災地を想う学生たちが集まり、「音楽で笑顔を届け

よう」という目的をもって、これまでに福島県内の会津若松市、相馬市、いわき市、福島市、

南相馬市、郡山市で演奏会を開催してまいりました。

二つ目は、教員による「希望と絆チャリティーコンサート」です。第一線で活躍する先生

方のコンサートを入場無料でご案内して募金を呼びかけ、義援金として被災地に届けます。

震災の翌年から毎年３月に開催しており、これまでに、吹奏楽・オーケストラ、ジャズ、声

楽、ピアノ、ミュージカル、電子オルガン、クラシックギター・パイプオルガンといった

コースの多くの先生方にご協力をいただいております。

三つ目に、学内外の演奏会で行う募金活動があります。「希望と絆チャリティーコンサー

ト」をはじめ、各演奏団体の教員・学生の協力のもと実施しており、震災直後から2018年3

月までに、14,709,926円の義援金を被災地に届けることができました。

以上の三つの柱とあわせて、教員や学生が自ら企画をして行うボランティア活動や学園祭

でのチャリティーコンサート・模擬店運営のサポートも大切な活動として行っています。

１．本学の被災地支援について
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２．活動内容

毎年秋ごろに東日本大震災の被災地に赴き学生が演奏するチャリティーコンサー

ト。入場料を無料とし、演奏を聴いていただくことを『支援』として「音楽で笑

顔を届けよう～秋風に音をのせて～」をテーマに、本学ならではの多様なジャン

ルの演奏で“笑顔”を届けます。

毎年３月に鎮魂の気持ちを込めて、本学教員が出演するチャリティーコンサート。

これまでに、吹奏楽・管弦楽、ジャズ、オペラ、ピアノ、ミュージカル、電子オ

ルガン、クラシックギター・パイプオルガンのコンサートを開催しました。２０

１８年度は装いも新たに学生によるコンサートを開催し、好評を得ました。

教員や学生が復興支援を目的とし企画した演奏会を必要に応じてサポートしてい

ます。

被災地支援チャリティーコンサート

希望と絆チャリティーコンサート

学園祭

被災地の名産品を紹介する模擬店、チャリティーコンサートを企画して募金活動を

行いました。

模擬店では、被災地の美味しいものを紹介することに努め、これまでに「喜多方

ラーメン」「南部ひっつみ汁」「熊本のドリンク」「東北のドリンク」「牛タン

ドック」「牛タンつくね」「牛タンフランク」「玉こんにゃく」を販売しました。

チャリティーコンサートはボランティア学生の有志で企画し複数のコースの演奏で

来場いただいたお客様にお楽しみいただきました。

企画演奏会

3



募金額

３．活動実績

演奏会
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企画演奏会
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みちのくウインドオーケストラ
「みちのくウインドオーケストラ」とは

2012年8月、宮城県を中心とした東日本大震災被災地域の中・高校生による「みちの
くウインドオーケストラ」が結成され、被災地と東京、世界の吹奏楽への情熱がひと
つとなった公演がサントリーホールで行われました。
東北の若い力で、日本のそして世界の仲間が音楽で一つになろうと、2014年には、福
島県相双地区の高校生が「みちのく」のバトンを引き継ぎました。
音楽を通じて心を一つにし、被災地への支援を行うという趣旨に全面的に賛同し、本
学教員・学生が事前に現地を訪れ、時間を掛けて高校生たちへの技術指導、ワーク
ショップ、稽古を行うと共に、地元の方々との音楽交流を行い、公演の開催に協力し
ました。
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学園祭

被災地復興の願いを込めて2014年度から毎年学園祭でボラン
ティア学生によるチャリティーコンサートを開催しています。
模擬店では「食」で被災地を盛り上げるため現地の名産品の販
売を行いました。
コンサートでの募金、模擬店での純利益・募金全額を
「あしなが東日本大震災遺児支援募金」等※ に寄付しています。

※2016年は日本赤十字社「平成28年度熊本地震災害義援金」と等分して寄付をして
います。

演奏会
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総額：121,194円



模擬店
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総額：483,285円

2016年は
くまモンサイダーと牛タン
フランクを販売しました。



４．被災地の方からの声
（過去の被災地でのチャリティーコンサートでいただいたコメントを抜粋）

様々なジャンルがあり、音楽だけでなく、趣向を凝らした内容に驚き、とても楽しかっ
たです。プログラムの内容を考えるのにも、当地の状況に思いをよせて下さった事を思い、
とても嬉しく、皆さんの暖かい思いを頂きました。皆さんの笑顔もとてもステキでした。
遠い所、本当にありがとうございました。

すばらしいコンサート！！若い学生からパワーと元気をもらいました。すごく楽し
かったです。今までで一番心に残る感動するコンサートでした。

楽しい時間を有難うございました。音楽の素晴さを味わうことが出来てとても倖わせ
でした。最初のジャズの熱い思いの演奏が素晴しく感動致しました。ギャロップマーチ
では１０人でピアノ弾くなど初めて聴き驚きました。オペラの「椿姫」素敵なハーモ
ニーで外国の雰囲気を味わうことができました。
バレエ、踊りの格好良さ、和と洋の音楽に合わせて踊る姿に夢の世界に行ったような気
分。「赤ずきん」絵本を見てるようでした。群青を聞いて涙が出ました。遠方からきて
私達のために先生方と大勢の学生さん達の活躍に心から感激致しお礼申し上げます。あ
りがとう御座居ました。お疲れ様でした。
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たくさんの感動をありがとうございます。音楽の力は本当にすごいと教えて頂きまし
た。きれいな音、声、笑顔、心、すごく伝わってきて涙が出ます。私も皆さまのような
素敵なエネルギーを持った人になれたらと思います。皆さまの幸せを、笑顔を想ってお
ります。本当にありがとうございました。

心が洗われました。また頑張る心になりました。

娘が行きたいと言ったことで来たコンサートでしたが、観て聴いて心が温まる楽しい
コンサートでした。とても素晴らしかったです。ずっと続けて下さる、それが本当にう
れしかったです。皆さんも頑張ってください。

いろいろなジャンルがあり楽しみました。群青には相馬の青い海を想い涙が出ました。
ありがとうございました。

洗足学園音楽大学の皆様の演奏で「笑顔」が届きました。素晴らしい演奏を本当にあ
りがとうございました。

本日はありがとうございました。皆様のエネルギッシュな音楽を聴くことができ、本
当に来てよかったと思いました。震災から7年もの時が経ち、自分はもう大丈夫だろう
と思っていましたが、特に群青を聴いた時は、涙が溢れてなかなか止められませんでし
た。素敵な時間を本当にありがとうございました。

どの演目も素晴らしかったです。被災地への支援チャリティーを音や動きに表現して
下さり、学生さん達の想いに頭が下がります。これからも頑張ってほしいと願っており
ます。ありがとうございました。感動をありがとう。
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５．表彰

第4回NHK交響楽団いわき定期演奏会が2014年9月13日、いわき芸術文化交流館
「アリオス」大ホール(福島県いわき市)で開かれました。世界的巨匠として多く
の人に愛される同楽団名誉指揮者のヘルベルト・ブロムシュテット氏(87)の指揮
と日本の誇る楽団の紡ぎだす音色に約1,400人の聴衆が聞き入りました。

公演前には、いわき市の復興支援のためにチャリティーコンサートを開催したブ
ロムシュテット氏と本学へいわき市から感謝状が贈られました。ブロムシュテッ
ト氏は2014年9月にいわきアリオスで開かれる予定だった第3回NHK交響楽団い
わき定期演奏会で登壇予定でした。
東日本大震災のため演奏会は中止となりましたが、来日を中止した外国人アー
ティストが少なくなかった中、いち早く福島入りする意思を示すとともに、いわ
き市の復興支援への思いを持っていました。

被災地での演奏活動やチャリティー公演に積極的に取り組んでいる本学はブロム
シュテット氏の思いを知り、本学の学生オーケストラを指揮するチャリティーコ
ンサートを企画。バスでいわき市民約150人を招待し、本来ブロムシュテット氏
がいわき市で指揮する予定であった9月26日、洗足学園前田ホールにて開催しま
した。

公演当日は、ブロムシュテット氏がいわき市民と面会し、激励のメッセージを伝
えました。またコンサートでお預かりした義援金約70万円をいわき市へ寄付し
ました。感謝状の贈呈は、公演直前のステージ上で行われました。
清水いわき市長より、感謝状と記念品が手渡されました。

福島県いわき市より、ブロムシュテット氏と
洗足学園音楽大学が表彰されました

２０１４年９月１９日
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2018年10月に福島県郡山市のけんしん郡山文化センター（郡山市民文化セン
ター）に於いて「被災地支援チャリティーコンサート vol.6 音楽で笑顔を届けよ
う～秋風に音をのせて～」を開催したこと、また2019年3月に郡山市民の方々を
ご招待して洗足学園前田ホールに於いて「希望と絆チャリティーコンサート
vol.8」を開催したことに対して、郡山市より感謝状を頂きました。

当日は品川萬里 郡山市長、渡邊信幸 文化振興課長、板橋誠秘書課長補佐の3名
が本学を来訪され、万代晋也学長と被災地支援委員会委員長の石井喜久子教授
に感謝状が手渡されました。

福島県郡山市より、感謝状をいただきました

２０１９年４月２６日



６．チラシアーカイブ

被災地支援チャリティーコンサート

2014.10.19
福島県相馬市

2013.10.26
福島県会津若松市

2015.10.18
福島県いわき市

2016.10.08
福島県福島市

2017.10.07
福島県南相馬市

2018.10.13
福島県郡山市
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2019.10.12
宮城県仙台市

※台風19号の影響
により中止

希望と絆チャリティーコンサート

2012.3.12
Vol.1（吹奏楽）

SPECIAL DREAM 
CONCERT

2013.3.16
Vol.2（ジャズ）

フレッシュな学生による
ビッグバンドと

教員のコラボレーション
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2014.03.07
Vol.3（声楽）

オペラ！Opera!
おぺらっ！



2015.03.10
Vol.4（ピアノ）

ピアノで紡ぐ 音の架け橋
輝く未来へ

2016.03.06
Vol.5（ミュージカル）

Musical Cocktail

2017.03.11
Vol.6（電子オルガン）

電子オルガンで描く
音の絵本

2018.03.11
Vol.7（クラシックギター・
パイプオルガン・打楽器）

未来への祈り

2019.03.10
Vol.8

学生によるコンサート

19

2020.03.11
Vol.9

学生によるコンサート
※新型コロナウイルスの

影響で中止



発足１０年を迎えて
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震災後から１０年間、本学は被災地への支援を続け、多くの方々
の協力のもと活動をおこなってまいりました。

支援活動に携わる学生は、被災地を直接自分の目で見、現地の
方々との交流を通して各々が何かを感じながら、その活動を通じて
大きく成長しました。

２０２０年度については新型コロナウイルス感染症の影響で現地
での支援活動が出来ない中、今まで支援活動に携わってきた学生が
「世の中を元気にしたい」という想いから、リモートで演奏を届け
るという企画が提案されました。この動画は、１０年間の活動に
よって培われた賜物であり、音楽の力を改めて実感する貴重な体験
となりました。

時間の経過とともに復興の状況や求められる支援は変化していま
すが、震災があった事実を忘れず、人々の気持ちに寄り添った細や
かな支援を続けることが必要とされていると感じます。

日々変化する時代の中で、本学はこれからも被災地支援活動の経
験を活かし、さらに大きく社会貢献できる活動を続けてまいります。

2021年3月11日
洗足学園音楽大学被災地支援委員会


